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仁
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羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便
に
伴
う
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
国
際
化
と
持
続
的
成
長
を
期
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
元
で
の

雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
他
方
、
空
港
周
辺
に
暮
ら
す
生
活
者
の
快
適
な
暮
ら
し
や
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

地
元
住
民
か
ら
、
羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便
に
よ
り
、
騒
音
や
安
全
性
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

不
安
に
対
し
、
政
府
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
や
配
慮
を
す
る
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

羽
田
空
港
の
国
際
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
発
着
回
数
の
一
・
七
倍
の
年
間
約
十
万
回
弱
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
特
に
南

風
時
の
新
た
な
飛
行
経
路
案
で
は
、
夕
方
の
十
五
時
か
ら
十
九
時
ま
で
の
間
に
過
密
な
離
着
陸
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

地
元
の
教
育
や
児
童
・
高
齢
者
福
祉
へ
の
騒
音
面
の
影
響
等
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
影
響
等

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
か
。
政
府
の
認
識
と
対
応
方
針
を
問
う
。

二

現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
飛
行
経
路
で
は
人
口
が
密
集
す
る
都
心
部
の
上
空
を
低
空
で
飛
行
す
る
便
が
増
え
る
が
、
機
体
に

付
着
し
た
氷
塊
等
の
落
下
物
対
策
や
、
万
一
の
事
故
の
際
の
補
償
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

三

羽
田
空
港
の
国
際
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
と
考
え
る
。
訪
日
外
国
人
の

一



さ
ら
な
る
増
加
を
機
会
と
捉
え
、
商
店
街
の
活
性
化
等
に
よ
る
観
光
振
興
に
国
と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
如
何
。

四

地
元
住
民
の
不
安
の
声
を
吸
い
上
げ
、
問
題
解
決
と
生
活
環
境
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、
住
民
と
の
対
話
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


